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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第108期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第109期
第１四半期連結
累計(会計)期間

第108期

会計期間
自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日

自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日

自　平成20年４月１日
至　平成21年３月31日

営業収益 (千円) 10,590,536 10,160,440 45,648,534

経常利益 (千円) 92,887 77,152 1,201,387

四半期（当期）純利益
又は四半期純損失(△)

(千円) △91,458 50,641 466,506

純資産額 (千円) 15,364,163 15,144,297 15,586,553

総資産額 (千円) 84,994,297 86,346,798 84,703,951

１株当たり純資産額 (円) 139.66 137.94 142.09

１株当たり四半期（当
期）純利益又は１株当
たり四半期純損失(△)

(円) △0.86 0.48 4.39

潜在株式調整後
１株当たり四半期
（当期）純利益

(円) ─ ─ ―

自己資本比率 (％) 17.5 17.0 17.8

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 1,169,661 1,453,586 4,225,342

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △949,029 △776,487 △3,927,653

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 1,328,186 1,465,558 874,429

現金及び現金同等物の
四半期末（期末）残高

(千円) 7,220,774 8,986,732 6,844,074

従業員数 (人) 1,591 1,547 1,524

(注)　１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．営業収益には、消費税等は含まれておりません。なお、「第２　事業の状況」から「第５　経理の状況」まで、特

に記載のないかぎり、消費税等抜で記載しております。

３．第108期第１四半期連結累計（会計）期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、１株当たり

四半期純損失であり、また、潜在株式がないため記載しておりません。

第109期第１四半期連結累計（会計）期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益及び第108期の潜在株式

調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式がないため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第１四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営んでいる事業の内

容に重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

　

　

３ 【関係会社の状況】

当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

　

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

平成21年６月30日現在

従業員数(人)
1,547
(1,986)

(注) １．　従業員数は、当社グループから当社グループ外への出向者を除いた就業人員であります。

２．　従業員数欄の（外書）は、臨時従業員（嘱託・契約の従業員を含む）の当第１四半期連結会計期間の平均　

　雇用人員であります。　

　

(2) 提出会社の状況

平成21年６月30日現在

従業員数(人)
214
（152）

(注) １．　従業員数は、当社から他社への出向者を除いた就業人員であります。

２．　従業員数欄の（外書）は、臨時従業員（嘱託・契約の従業員を含む）の当第１四半期会計期間の平均雇用

　人員であります。　
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

当社グループは、運輸業、不動産業、レジャー・サービス業等、広範囲かつ多種多様な事業を営んでおり、

事業の種類別セグメントごとに生産規模及び受注規模を金額あるいは数量で示すことはしておりません。

このため生産、受注及び販売の状況については、「４　財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況

の分析」における各事業の種類別セグメントの業績に関連付けて示しております。

　

　

２ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結会計期間において、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の異常な変動等

又は、前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

　

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

　

　

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、本四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び当社の関係会

社）が判断したものであります。

　

(1) 経営成績の分析

当第１四半期におけるわが国経済は、景気低迷の影響による雇用環境の悪化や新型インフルエンザの

流行等により、消費者マインドの冷え込みが続くなど厳しい状況下に推移いたしました。

　このような状況のなか、当社グループは、運輸、不動産、レジャー・サービス、その他の各事業にわたり、

積極的な営業活動と経営の効率化に努めてまいりましたが、４月、５月の天候不順も加わり、当第１四半

期の営業収益は10,160,440千円（前年同四半期比4.1％減）、営業利益は314,942千円（同10.1％減）、四

半期純利益は50,641千円となりました。

　

　事業の種類別セグメントの業績は、次のとおりであります。

　

①運輸業

鉄道事業では、富士急行線開業80周年記念として、４月及び６月にリバイバルカラー車両の運行を

開始するとともに、「富士本栖湖リゾート」で開催された「富士芝桜まつり」にあわせＪＲ東日本

と連携し、中央線からの直通列車を増発し利用促進に努めました。また、都留文科大学と連携し、都留

文科大学駅待合室を学生が研究する沿線自然の情報発信基地として４月にオープンし地域活性化に

取り組みました。

　乗合バス事業では、引き続き不採算路線の改善と採算路線の増回により、効率的な運行と収支改善

に努めました。また、富士芝桜まつり開催に際し、鉄道との連携を強化した専用シャトルバス「芝桜

ライナー」を運行し、利便性の向上と増収を図りました。

　高速バス事業では、６月に富士山静岡空港の開業にあわせて「富士急ハイランド～富士山静岡空港

線」の運行を開始し、また、三島駅と河口湖駅を結ぶ「特急三島河口湖ライナー」の運行ルートの見

直しと御殿場駅への乗り入れを行い、事業の拡大と新規顧客の掘り起こしを図りました。　　　

　貸切バス事業では富士五湖周辺で開催されたスポーツの世界祭典「ＩＶＶオリンピアード」など

のイベント輸送や企業従業員輸送を積極的に獲得し増収に努めました。
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以上の結果、ハイヤー・タクシーなどの各事業を含めた運輸業全体の営業収益は4,081,194千円

（前年同四半期比7.0％減）となり、営業利益は285,578千円（同11.1％減）となりました。

　

鉄道営業成績表（提出会社）

　

種別 単位

当第１四半期連結会計期間
(平成21年４月１日～平成21年６月30日)

　 対前年同四半期増減率（％）

営業日数 日 91 ─

営業粁 粁 26.6 ─

客車走行粁 千粁 459 1.6

輸送人員

定期外 千人 361 △6.4

定期 〃 403 △0.9

計 〃 764 △3.6

旅客運輸収入

定期外 千円 205,242 △7.5

定期 〃 74,124 △0.4

計 〃 279,367 △5.7

運輸雑収 〃 23,684 6.1

運輸収入合計 〃 303,051 △4.9

　

バス営業成績表（提出会社）

　

種別 単位

当第１四半期連結会計期間
(平成21年４月１日～平成21年６月30日)

　 対前年同四半期増減率（％）

営業日数 日 91 ─

営業粁 粁 693 0.7

走行粁 千粁 1,265 2.0

旅客運輸収入 千円 396,508 △1.6

運輸雑収 〃 307,817 △2.9

運輸収入合計 〃 704,326 △2.2

　

業種別営業成績

　

種別

当第１四半期連結会計期間
(平成21年４月１日～平成21年６月30日)

営業収益(千円) 対前年同四半期増減率（％）

鉄道事業 373,277 △5.7

バス事業 3,067,029 △6.2

索道事業 28,555 4.1

ハイヤー・タクシー事業 463,942 △15.1

船舶運送事業 148,390 △3.0

営業収益計 4,081,194 △7.0
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②不動産業

不動産販売事業では、引き続き山中湖畔別荘地において、高付加価値商品の「コンセプト・ヴィ

ラ」シリーズ並びに多様なニーズに応えるための戦略商品としての「コンセプト・コテージ」の販

売活動を積極的に行い、需要の掘り起こしに努めるとともに、別荘地並びに住宅地の更地販売を進

め、収益確保に努めました。

　不動産賃貸業では、用地の活用、テナントリーシング等により、安定的な収益確保に努めました。　

以上の結果、不動産業全体の営業収益は680,915千円（前年同四半期比5.6％増）、営業利益は

174,035千円（同88.0％増）となりました。

　

業種別営業成績

　

種別

当第１四半期連結会計期間
(平成21年４月１日～平成21年６月30日)

営業収益(千円) 対前年同四半期増減率（％）

売買・仲介斡旋業 64,593 71.0

賃貸業 488,480 △0.1

別荘地管理業 127,840 8.5

営業収益計 680,915 5.6

　

　

③レジャー・サービス業

遊園地事業では、４月に「富士急ハイランド」のレストラン「フードスタジアム」が、「富士山エ

リアのご当地名物食堂」としてリニューアルオープンし、「食」の拡充を図りました。６月には「戦

慄迷宮」を原案にした映画化が決定するなど、話題を集めました。また、梅雨の時期を楽しく演出す

る企画として「てるてる坊主大作戦」等のイベントを行い、パブリシティの獲得に取り組みました。

　富士南麓の遊園地「ぐりんぱ」と「さがみ湖リゾートプレジャーフォレスト」においても、各種イ

ベントを開催するとともにお得な入園・乗物セット券を販売するなど集客アップに努めました。

　「富士本栖湖リゾート」では２年目となる「富士芝桜まつり」を４月下旬から５月末まで開催し、

ＪＲ東日本とのタイアップや運輸業との連携を進め、物販・飲食の強化を行い、昨年を上回る36万人

のお客様を集めました。

以上の結果、ゴルフ場事業等を含めたレジャー・サービス業全体の営業収益は4,648,317千円（前

年同四半期比3.5％減）となり、79,786千円の営業損失となりました。

　

業種別営業成績

　

種別

当第１四半期連結会計期間
(平成21年４月１日～平成21年６月30日)

営業収益(千円) 対前年同四半期増減率（％）

遊園地業 2,277,057 △4.7

ホテル旅館業 950,925 △8.0

ゴルフ業 327,081 △6.3

スキー業 35,456 11.5

旅行業 167,423 △5.6

その他 890,372 6.8

営業収益計 4,648,317 △3.5
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④その他の事業

情報処理サービス業では、株式会社レゾナント・システムズのゴルフ場システム及び冷蔵庫シス

テムの販売が順調に推移しましたが、人材派遣事業では製造業の在庫調整の影響を大きく受けまし

た。

以上の結果、その他の事業全体の営業収益は1,360,994千円（前年同四半期比1.3％減）となり、

52,333千円の営業損失となりました。

　

業種別営業成績

　

種別

当第１四半期連結会計期間
(平成21年４月１日～平成21年６月30日)

営業収益(千円) 対前年同四半期増減率（％）

百貨店業 465,259 6.0

建設業 145,944 △8.8

製造販売業 364,469 △0.5

情報処理サービス業 163,159 14.1

その他 222,161 △17.8

営業収益計 1,360,994 △1.3

　

(2) 財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間末における総資産は、現金及び預金が増加したことなどにより、前連結会計
年度末に比べて1,642,846千円増加し、86,346,798千円となりました。
また、負債は、借入金の増加などにより前連結会計年度末に比べて2,085,103千円増加し、71,202,501千
円となりました。なお、借入金は、長短合計で1,970,350千円増加しております。
純資産合計は、利益剰余金の減少などにより、前連結会計年度末に比べて442,256千円減少し、
15,144,297千円となりました。
　

　

(3) キャッシュ・フローの状況

当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前第１四半期

連結会計期間末に比べ1,765,957千円増加し、8,986,732千円となりました。

　各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。　　　

営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益83,961千円に減価償却費などを加

減した結果、1,453,586千円の資金収入となり、前年同四半期と比較して283,925千円増加しました。

　これは主に税金等調整前四半期純利益が78,613千円増加したことや法人税等の支払額が259,885千円減

少したことなどによるものです。

投資活動によるキャッシュ・フローは、776,487千円の資金支出となり、前年同四半期と比較して

172,541千円の支出減となりました。

　これは主に有形固定資産の取得による支出が215,712千円減少したことなどによるものです。

財務活動によるキャッシュ・フローは、1,465,558千円の資金収入となり、前年同四半期と比較して

137,371千円の増加となりました。

　これは主に借入金の増加によるものです。

　

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結会計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変

更及び新たに生じた課題はありません。

　

　

(5) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第１四半期連結会計期間において、前連結会計年度末に計画した重要な設備の新設、除却等につい

て、重要な変更はありません。

　また、新たに確定した重要な設備の新設、除却等の計画はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 331,695,000

計 331,695,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成21年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成21年８月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 109,769,477109,769,477
東京証券取引所
(市場第一部)

　　単元株式数は1,000株
　　であります。

計 109,769,477109,769,477― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成21年６月30日 ─ 109,769,477─ 9,126,343─ 2,398,352
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(5) 【大株主の状況】

当第１四半期会計期間において、大株主の異動はありません。

　

(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成21年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)

(自己保有株式)
普通株式

2,672,000
― 単元株式数は1,000株であります。

(相互保有株式)
普通株式

1,303,000
─ 同上

完全議決権株式(その他)
普通株式

105,349,000
105,349 同上

単元未満株式
普通株式　

445,477
― ─

発行済株式総数 109,769,477― ―

総株主の議決権 ― 105,349 ―

(注)　「単元未満株式」欄の普通株式には、自己保有株式815株及び相互保有株式2,505株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

平成21年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
富士急行株式会社

山梨県富士吉田市上吉田
二丁目５番１号

2,672,000― 2,672,0002.43

(相互保有株式)
表富士観光株式会社

静岡県富士市今宮1243番 460,000─ 460,000 0.42

(相互保有株式)
富士急建設株式会社

山梨県富士吉田市新西原
五丁目２番１号

439,000─ 439,000 0.40

(相互保有株式)
岳南鉄道株式会社

静岡県富士市今泉一丁目
17番39号

404,000─ 404,000 0.37

計 ― 3,975,000― 3,975,0003.62
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２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別 平成21年４月 ５月 ６月

最高(円) 447 424 429

最低(円) 403 405 403

(注)　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

　

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありま

せん。
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第５ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）第61条及び第82条による別記事業に該当す

るため、以下に掲げる四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表規則」並びに「鉄道事業会計規則」

（昭和62年運輸省第７号）により作成しております。

　なお、前第１四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年６月30日まで）は、改正前の四半期連

結財務諸表規則に基づき、当第１四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）及

び当第１四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）は、改正後の四半期連結財

務諸表規則に基づいて作成しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第１四半期連結累計期間（平成20年４月

１日から平成20年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について、また、当第１四半期連結会計期間

（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）及び当第１四半期連結累計期間（平成21年４月１日から

平成21年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について、きさらぎ監査法人により四半期レビューを

受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 9,053,905 6,910,858

受取手形及び売掛金 1,893,808 2,098,945

有価証券 9,976 9,976

分譲土地建物 8,746,583 8,758,459

商品及び製品 538,095 537,188

仕掛品 15,019 29,756

原材料及び貯蔵品 565,545 517,265

未成工事支出金 364,420 152,746

繰延税金資産 279,892 279,605

その他 836,996 978,941

貸倒引当金 △13,526 △14,114

流動資産合計 22,290,718 20,259,628

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 27,521,378 27,854,412

機械装置及び運搬具（純額） 7,442,578 7,808,947

土地 16,583,729 16,532,195

リース資産（純額） 993,794 1,035,650

建設仮勘定 709,454 315,022

その他（純額） 1,485,832 1,588,728

有形固定資産合計 ※１, ※２
 54,736,767

※１, ※２
 55,134,957

無形固定資産 3,058,023 3,073,261

投資その他の資産

投資有価証券 4,520,285 4,457,086

繰延税金資産 662,058 689,260

その他 1,104,807 1,115,919

貸倒引当金 △25,862 △26,162

投資その他の資産合計 6,261,289 6,236,104

固定資産合計 64,056,080 64,444,323

資産合計 86,346,798 84,703,951
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,720,823 2,224,760

短期借入金 16,694,861 16,648,595

リース債務 175,787 175,122

未払法人税等 37,182 170,242

賞与引当金 147,255 475,443

その他 4,400,363 3,188,189

流動負債合計 23,176,272 22,882,353

固定負債

長期借入金 41,142,843 39,218,759

リース債務 873,155 918,913

退職給付引当金 1,282,562 1,344,520

その他 4,727,668 4,752,850

固定負債合計 48,026,228 46,235,043

負債合計 71,202,501 69,117,397

純資産の部

株主資本

資本金 9,126,343 9,126,343

資本剰余金 3,407,922 3,407,922

利益剰余金 3,806,226 4,284,549

自己株式 △1,484,757 △1,484,032

株主資本合計 14,855,735 15,334,782

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △209,998 △247,744

評価・換算差額等合計 △209,998 △247,744

少数株主持分 498,560 499,515

純資産合計 15,144,297 15,586,553

負債純資産合計 86,346,798 84,703,951
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年６月30日)

営業収益 10,590,536 10,160,440

営業費

運輸業等営業費及び売上原価 ※１
 9,960,852

※１
 9,590,209

販売費及び一般管理費 ※１, ※２
 279,549

※１, ※２
 255,288

営業費合計 10,240,401 9,845,498

営業利益 350,134 314,942

営業外収益

受取利息及び配当金 16,597 17,962

雑収入 34,477 59,486

営業外収益合計 51,074 77,449

営業外費用

支払利息 297,594 300,583

雑支出 10,727 14,655

営業外費用合計 308,321 315,239

経常利益 92,887 77,152

特別利益

固定資産売却益 ※３
 41,671 －

投資有価証券売却益 － 6,809

貸倒引当金戻入額 2,466 －

特別利益合計 44,137 6,809

特別損失

分譲土地評価損 113,669 －

固定資産除却損 ※４
 18,007 －

特別損失合計 131,677 －

税金等調整前四半期純利益 5,347 83,961

法人税、住民税及び事業税 59,511 22,666

法人税等調整額 33,899 8,600

法人税等合計 93,410 31,266

少数株主利益 3,395 2,052

四半期純利益又は四半期純損失（△） △91,458 50,641
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 5,347 83,961

減価償却費 1,058,439 1,107,880

固定資産除却損 12,849 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） △3,651 △888

賞与引当金の増減額（△は減少） △340,091 △328,188

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △9,000 △9,000

退職給付引当金の増減額（△は減少） △18,448 △61,958

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △342,782 －

受取利息及び受取配当金 △16,597 △17,962

支払利息 297,594 300,583

持分法による投資損益（△は益） △1,290 △9,200

分譲土地評価損 113,669 －

固定資産売却損益（△は益） △41,671 －

投資有価証券売却損益（△は益） － △6,809

売上債権の増減額（△は増加） 204,503 205,136

たな卸資産の増減額（△は増加） △559,244 △234,249

仕入債務の増減額（△は減少） △427,369 △492,400

その他の資産・負債の増減額 1,902,249 1,312,914

小計 1,834,507 1,849,818

利息及び配当金の受取額 26,459 20,162

利息の支払額 △313,351 △298,325

法人税等の支払額 △377,953 △118,068

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,169,661 1,453,586

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △1,020 △390

補助金の受取額 243,138 218,313

有形固定資産の取得による支出 △1,220,246 △1,004,534

有形固定資産の売却による収入 47,020 1,807

投資有価証券の取得による支出 △450 △448

投資有価証券の売却による収入 － 8,066

投資その他の資産の増減額（△は増加） △17,471 697

投資活動によるキャッシュ・フロー △949,029 △776,487

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 4,089,200 168,000

長期借入れによる収入 240,000 4,170,000

長期借入金の返済による支出 △2,544,127 △2,367,650

リース債務の返済による支出 － △42,946

自己株式の取得による支出 △1,852 △725

自己株式の売却による収入 428 －

配当金の支払額 △451,427 △457,184

少数株主への配当金の支払額 △4,034 △3,934

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,328,186 1,465,558

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,548,818 2,142,657

現金及び現金同等物の期首残高 5,671,956 6,844,074

現金及び現金同等物の四半期末残高 7,220,774 8,986,732
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【継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況】

当第１四半期連結会計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日)

　該当事項はありません。

　

　

　

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第１四半期連結会計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日)

１．会計処理基準に関する事項の変更

(1) 工事契約に関する会計基準の適用

従来、完成工事高の計上は工事完成基準によっておりましたが、「工事契約に関する会計基準」（企業会計基準

第15号　平成19年12月27日）及び「工事契約に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第18号　平

成19年12月27日）の適用に伴い、当第１四半期連結会計期間に着手した工事契約から、進捗部分について成果の

確実性が認められる工事については工事進行基準（工事の進捗率の見積りは原価比例法）を、その他の工事につ

いては工事完成基準を適用しております。

なお、この変更による、損益に与える影響はありません。

　

　

　

【簡便な会計処理】

当第１四半期連結会計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日)

１．一般債権の貸倒見積高の算定方法

当第１四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと認められ

るため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。

２．棚卸資産の評価方法

当第１四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前連結会計年度末の実地棚卸高を基

礎として合理的な方法により算定する方法によっております。

また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積り、簿価切

下げを行う方法によっております。

　

　

　

【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

当第１四半期連結会計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日)

　該当事項はありません。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第１四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日)

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

※１　有形固定資産の減価償却累計額

　 62,672,009千円

※１　有形固定資産の減価償却累計額

　  61,800,457千円

※２　鉄道業に係る固定資産のうち取得原価から直接減
額した工事負担金等累計額

建物及び構築物 3,054,398千円

機械装置及び運搬具  782,875千円

その他 14,689千円

計 3,851,964千円

※２　鉄道業に係る固定資産のうち取得原価から直接減
額した工事負担金等累計額

建物及び構築物 3,054,398千円

機械装置及び運搬具 782,875千円

その他 14,689千円

計 3,851,964千円

　３　コミットメントライン契約
当社において、有利子負債削減、資金効率、金融収支
の改善を目的としてシンジケーション方式による
コミットメントライン契約を締結しております。こ
の契約に基づく当第１四半期連結会計期間末の借
入未実行残高は次のとおりであります。

借入極度額 4,000,000千円

借入実行残高 －千円

差引借入未実行残高 4,000,000千円

　３　コミットメントライン契約
当社において、有利子負債削減、資金効率、金融収支
の改善を目的としてシンジケーション方式による
コミットメントライン契約を締結しております。こ
の契約に基づく当連結会計年度末の借入未実行残
高は次のとおりであります。

借入極度額 4,000,000千円

借入実行残高 －千円

差引借入未実行残高 4,000,000千円

　

　

(四半期連結損益計算書関係)

第１四半期連結累計期間

　
前第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日)

※１　引当金繰入額は次のとおりであります。

退職給付引当金繰入額 60,118千円

賞与引当金繰入額 157,195千円

※１　引当金繰入額は次のとおりであります。

退職給付引当金繰入額 75,600千円

賞与引当金繰入額 147,255千円

※２　販売費及び一般管理費の主な内訳は次のとおりであ
ります。

人件費 160,387千円

経費 109,928千円

諸税 4,888千円

減価償却費 4,345千円

計 279,549千円

※２　販売費及び一般管理費の主な内訳は次のとおりであ
ります。

人件費 145,908千円

経費 99,684千円

諸税 5,263千円

減価償却費 4,431千円

計 255,288千円

※３　固定資産売却益の内訳は次のとおりであります。

車両 41,671千円

計 41,671千円

　

　 　

　 　

※４　固定資産除却損の内訳は次のとおりであります。

建物及び構築物 3,585千円

機械装置及び運搬具 6,109千円

その他(解体撤去費用他) 8,313千円

計 18,007千円

　

　 　

　 　

　 　

　 　

　

　

EDINET提出書類

富士急行株式会社(E04093)

四半期報告書

18/25



(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　
前第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日)

現金及び現金同等物の当第１四半期連結累計期間末残

高と当第１四半期連結貸借対照表に掲記されている科

目の金額との関係（平成20年６月30日現在）

現金及び預金勘定 7,309,639千円

預入期間が３か月を

超える定期預金
　　△88,865千円

現金及び現金同等物 7,220,774千円

現金及び現金同等物の当第１四半期連結累計期間末残

高と当第１四半期連結貸借対照表に掲記されている科

目の金額との関係（平成21年６月30日現在）

現金及び預金勘定 9,053,905千円

預入期間が３か月を

超える定期預金
△67,173千円

現金及び現金同等物 8,986,732千円

　

　

(株主資本等関係)

　
当第１四半期連結会計期間末（平成21年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日

　至　平成21年６月30日)

　

１．発行済株式に関する事項

株式の種類 当第１四半期連結会計期間末

普通株式(株) 109,769,477

　

２．自己株式に関する事項

株式の種類 当第１四半期連結会計期間末

普通株式(株) 3,591,619

　

３．新株予約権等に関する事項

　　該当事項はありません。
　
４．配当に関する事項

(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成21年６月25日
定時株主総会

普通株式 528,964 5平成21年３月31日 平成21年６月26日 利益剰余金

(注) 連結子会社が所有する自己株式（当社株式）にかかる配当金を控除しております。

　　 なお、控除前の金額は、535,491千円であります。
　
(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、

　配当の効力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

　該当事項はありません。
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(セグメント情報)

　

【事業の種類別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

　

　
運輸業
(千円)

不動産業
(千円)

レジャー・
サービス業
(千円)

その他の
事業
(千円)

計
(千円)

消去又は
全社
(千円)

連結
(千円)

営業収益 　 　 　 　 　 　 　

(1) 外部顧客に対する
営業収益

4,375,103528,0474,730,269957,11510,590,536― 10,590,536

(2) セグメント間の内部
営業収益又は振替高

15,491116,66086,300421,221639,673（639,673） ―

計 4,390,595644,7074,816,5701,378,33611,230,209（639,673）10,590,536

営業利益又は営業損失(△) 321,20992,549△23,863△25,976363,918（13,784）350,134

（注）１．事業区分の方法

日本標準産業分類をベースに、経営の多角化の実態が具体的かつ適切に開示できるよう、事業を区分しており

ます。

２．各事業区分の主要な事業内容

運輸業……………………… 鉄道、バス、ハイヤー・タクシー等の営業を行っております。

不動産業…………………… 不動産の売買・仲介斡旋、不動産賃貸等の営業を行っております。

レジャー・サービス業…… 遊園地、ホテル、ゴルフ場、旅行業等の営業を行っております。

その他の事業……………… 百貨店業、建設業、情報処理サービス業、製造業等の営業を行っております。

３．「追加情報」に記載のとおり、法人税法の改正により、機械装置を中心に資産区分が整理され、法定耐用年数の

見直しが行われたことに伴い、当第１四半期連結会計期間から一部の固定資産について耐用年数を変更してお

ります。

この変更により、従来の方法によった場合に比べて、「運輸業」について営業利益は1,965千円少なく計上さ

れ、「不動産業」について営業利益は711千円多く計上され、「レジャー・サービス業」について営業利益は

58,778千円少なく計上され、「その他の事業」について営業利益は35千円多く計上されております。

　

当第１四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日)

　

　
運輸業
(千円)

不動産業
(千円)

レジャー・
サービス業
(千円)

その他の
事業
(千円)

計
(千円)

消去又は
全社
(千円)

連結
(千円)

営業収益 　 　 　 　 　 　 　

(1) 外部顧客に対する
営業収益

4,061,574558,2904,553,212987,36210,160,440― 10,160,440

(2) セグメント間の内部
営業収益又は振替高

19,620122,62495,105373,632610,982（610,982） ―

計 4,081,194680,9154,648,3171,360,99410,771,422（610,982）10,160,440

営業利益又は営業損失(△) 285,578174,035△79,786△52,333327,494（12,552）314,942

（注）１．事業区分の方法

日本標準産業分類をベースに、経営の多角化の実態が具体的かつ適切に開示できるよう、事業を区分しており

ます。

２．各事業区分の主要な事業内容

運輸業……………………… 鉄道、バス、ハイヤー・タクシー等の営業を行っております。

不動産業…………………… 不動産の売買・仲介斡旋、不動産賃貸等の営業を行っております。

レジャー・サービス業…… 遊園地、ホテル、ゴルフ場、旅行業等の営業を行っております。

その他の事業……………… 百貨店業、建設業、情報処理サービス業、製造業等の営業を行っております。
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【所在地別セグメント情報】

　前第１四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

　在外子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。

　

　当第１四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日)

　在外子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。

　

　

【海外売上高】

前第１四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

海外売上高がないため、該当事項はありません。

　

当第１四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日)

海外売上高がないため、該当事項はありません。

　

　

(有価証券関係)

当第１四半期連結会計期間末(平成21年６月30日)

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動

はありません。

　

　

(デリバティブ取引関係)

当第１四半期連結会計期間末(平成21年６月30日)

デリバティブ取引の四半期連結会計期間末の契約額等は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動

はありません。

　

　

(ストック・オプション等関係)

当第１四半期連結会計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日)

該当事項はありません。

　

　

(企業結合等関係)

当第１四半期連結会計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日)

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

　

１．１株当たり純資産額

　
当第１四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日)

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

１株当たり純資産額 137円94銭

　

１株当たり純資産額 142円09銭

　

　

２．１株当たり四半期純利益又は四半期純損失及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

　
前第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日)

１株当たり四半期純損失 0円86銭
　

１株当たり四半期純利益 0円48銭

　
なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益について
は、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式がない
ため記載しておりません。

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益について
は、潜在株式がないため記載しておりません。

　
(注)　１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損失の算定上の基礎

項目
前第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年６月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益又は四半
期純損失（△）(千円)

△91,458 50,641

普通株主に帰属しない金額(千円) ─ ─

普通株式に係る四半期純利益又は四半期純損失
（△）(千円)

△91,458 50,641

普通株式の期中平均株式数(株) 106,364,854 106,178,442

　

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

　

(リース取引関係)

当第１四半期連結会計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日）

リース取引残高は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動はありません。

　

　

　

　

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成20年８月14日

富 士 急 行 株 式 会 社

取 締 役 会 御 中

　

き さ ら ぎ 監 査 法 人

　

指 定 社 員
業務執行社員

　 公認会計士　　佐　野　允　夫　　㊞

　

指 定 社 員
業務執行社員

　 公認会計士　  星　野　紘　紀　　㊞

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている富士

急行株式会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結累計期間（平

成20年４月１日から平成20年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、

四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四

半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対

する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、富士急行株式会社及び連結子会社の平成20年

６月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・

フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

追記情報

「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載されているとおり、会社は

「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準委員会　平成18年７月５日　企業会計基準第９号）を当

第１四半期連結会計期間から適用し、評価基準については、原価法から原価法（収益性の低下による簿価切下

げの方法）に変更している。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　　上

　
 
※１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告書

提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成21年８月７日

富 士 急 行 株 式 会 社

取 締 役 会 御 中

　

き さ ら ぎ 監 査 法 人

　

指 定 社 員
業務執行社員

　 公認会計士　　佐　野　允　夫　　㊞

　

指 定 社 員
業務執行社員

　 公認会計士　  田　中　　豊　　　㊞

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている富士

急行株式会社の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平

成21年４月１日から平成21年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年

６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四

半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任

は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにあ

る。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、富士急行株式会社及び連結子会社の平成21年

６月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・

フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　　上

　
 
※１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告書

提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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